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19月例会報告i

7月3日(火) 7月例会として西予市宇和町卯之町へ出かける予定だったので

すが、大雨の為中止になりました。そこで9月例会で実現する事になり 9月5日

(水) 3人でH21年 12月選定された重要伝統的建造物群保存地区『卯之町の街

並み』を見て歩き、漬物にこだわる宿『松屋旅館』での昼食を楽しみに出かけま

した。しかし、出発後に車中から昼食の予約の電話をすると「今日は無理ですj

との返事に全員ガッカリ。急逮、伊予 PAにて当日の行動計画をどうするか全員

で相談し、とりあえず現地へは当初の予定通り行く事に決め出発しました。

卯之町中町広場へ駐車して、ここにあった f見て歩きマップj を頼りに、先ず

は『先哲記念館』へ。幕末から昭和にかけて業績を残した宇和町ゆかりの人物を

紹介する記念館。シ}ボルトの弟子で、この町で開業医をしたこ宮敬作。敬作を

頼って来町したシーボルトの娘の楠本イネ等 18人を紹介し、関係資料を展示し

ている。また東温市の『坊っちゃん劇場』では現在、日本初の蘭方医楠本イネを

モデルにしたミュージカル「幕末ガールjが公演中という事もあり、イネの人生・

イネに関わった人物について興味深く知る事ができました。 r私にとって約 20年

ぶりに訪れた街並みはすっかり整備され新鮮でしたが、街並みにあるお府は水曜

日が定休の所が多く、観光らしき人は私達位で、街はひっそりとしていました。

そして、私達はその静かな衝をゆっくりと散策する事ができました。街並みのあ

らゆる所に「幕末ガールJのポスターが貼られていて、この町の住民にとって楠

本イネの存在の大きさを感じながら『宇和町民具館』へ。

『宇和町民具館』は、卯之町の代表的な商家を模して造られ歴史的な街並みに

調和している資料館。楠や箱枕などの生活用具、芝居小屋の招看板や古い床屋の

椅子といった商売道具など約 5000点を収蔵・麗示。他にも郷土の祭で使われる

牛鬼や五鹿など、郷土色豊かな資料も展示。こうした資料館はいくつか見学した

事がありますが、とにかく雑然と並べられている感の強い所が多い中、非常に締

麗に整理され見やすい展示だった気がしました。

『宇和町民具館』の前にある震要文化財『開明学校』へ。明治 15年(1882)

町民の寄付により、舶来のガラスにアーチ型の窓を持つ擬洋風のモダン校舎が建

築され昭和 48年(1973)に修復され当時の姿をとどめている。(明治9年に建築

された国内で最も古い長野県松本市にある小学校 n日開智学校』とは昭和 62年

に姉妹館提携)敷地内には『申義堂』が再建されています。(明治 2年、向学心

に燃える地元の人々によって自発的に建てられた私塾で、明治 5年の学帯j発布と

同時に開明学校の最初の校舎となった。)時報板で始まり、掛図や風琴を使った

読み書き、算術、唱歌といった明治時代の授業体験が出来ます。(要予約)
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町並みを歩いていると出家の軒下や崖根に装飾性に富んだ卯建 a 出槙子・蔀

(しとみト持活り s 鬼瓦・飾瓦(大黒識と鰹 2[ZC・大棋と蕗子 3個など〉が、

いたる所に騒れているそうです。そう言えば、民具館の中庭や舘内展示の中にも

鬼瓦や飾瓦が沢山並べられていました。この町が「瓦のミュージアムJと呼ばれ

る理由がこんな所にあるのかも。この自は大変蒸し暑く、私達にはこれらの物を

見つける余裕が無く、余り見つける事は出来ませんでしたが、もっと気候の良い

時期に訪れれば見つけられて結構楽しめるのではないでしょうか。町並み通りに

大木が 2列に並び日陰がたっぷりある教会幼稚簡も素敵で、した。

この後、韓関連商品を扱っているヤマミ馨油へ。 j苫舗は結構古い木造の商家で

中に入ると、捨んやりとした空気が身体を包んでくれる様な気がします。この静

かで落ち着きのある雰囲気たっぷりの空間は、暑さの中を歩き疲れた私達の体を

癌レてくれます。}吉内には、『椛ブ…ムJで塩粧や番油椛それに織の甘酒なども

あり、維の甘酒は「飲む点滴」としてこの夏広がりを見せました。最近、『塩粧

ブームJにはまっていて、塩粧や醤油椛は苧造りし活用しているのですが、維の

甘酒はまだ造った事が無く、今回このお胞に立ち寄れたら購入しようと患ってい

て、おまけに濃縮タイプ(常温で日持ちするのが有難かった)で売られていたの

で、「白い白寿j と「ほんのりピンクの古代滞米入りの百寿j を購入。皆それぞ

れに「しょうゆの実jや fさしみ醤抽J等を併せて購入していました。もう既に

12時を過ぎていたので、女持さんのお勧めの昼食場所を尋ねると、最近オープン

した女性好みのカフェを教えて頂いたので、このおJdを後にしました。

教えて頂いたカブェは昼食時とあって女性客で満席。仕方なく帰る道すがら、

鉄板焼きと定食メニューのあるお癌を見つけ入癌。私は「甘トロ献の塩椛嬢き定

食j を注文。愛援のブランド豚である甘トロ豚を食べるのは初めてで塩戦との相

性も良くて薬味しかったのですが、普段食べる豚肉はそそかヒレで、璃ロースの

機な脂身の多い肉は久しぶりなので、脂っぽかったのと、野菜をたっぷち食べる

のが我家流なので、野菜が少なかったのが残念でした。外食ではこうしたバランス

が普通なんでしょうね。

こうして雨に降られる事も無く〈婦路の車中で降り始めましたが)15時過ぎに

は東謹市に無事A帰る事が出来ました。日さん運転お疲れ様でした。 (A

だいこくさま こい
よく見ると f大韓とナス3醐J

⑮ f大黒様と鯉2~J

コイコイ!と

お客様を招く

女他にも、いろんな「飾り瓦Jがあります。
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ジャこコウアゲハ 2012---C号

朝一番、躍に出て新鮮な空気を吸う G ウマノスズクサ、ジャコウアゲハの卵、幼

患の成長ぶりを確認し、一日が始まる。待ちかねていたように挨拶にやってくるジ

ャコウアゲハ。あの葉っぱ、この葉っぱの裏にオレンジ色の卵がくつついている。

それらが解化し黒し刈、さな幼虫になる。そばに脱皮した薄い外皮が残っている。虫

食い状態に11.った葉っぱの裏には元気な幼換が育っている。柔らかい葉つばを食べ

つくすと茎が残りその先に 2匹が食べ競っているのをよく見かける。

異変に気付いた。あれほどいた幼虫が見当たらない。まだ小さくてそんなに速く

まで移動していないはずなのに。ああ"-""また蝿に食べられた! 少数ながら生き

残ったものは踊になり羽化してまた纏雅に飛び出す。

そのうちに今度は支柱に絡みつき成長したウマノスズクサが枯れ始めた。(これ

は一時的なもので、茎が残っていればまた葉っぱは出てくる〉 躍のあちこちから芽

を出した葉つばを見つけ、小指のJl¥ほどの葉っぱにで、も卵を産みつけている。 日王盛

な食欲で、葉っItはみるみるうちになくなり、棟っこまでかじってしまう G ジャコウ

アゲハの食料を確保してやれない。狭い躍で育てようとすると食草のウマノスズク

サとのバランスが難しい。

この 2年間熱心に育ててくれていたど近所の Oさんは、大事に育てた幼虫が食

べられたり、輔が蟻に食べられたり、ウマノスズクサが枯れたりして、気落ちした

ようで、ある日ウマノスズクサを根こそぎ除けてしまった。この時期に、残念。ウ

マノスズクサのあった鐘所につつじを植えるとか。急にジャコウアゲハが減ってい

った0

9/23現在、少記いながらまだウマノスズ、クサも卵も幼虫も成車もいる。ジャコ

ウアゲ、ハの舞う団地を目指していたがなかなか甘くはない。

東京上野に住んでいる 3年生の諜娘は、学校のピオトープからモンシロチョウ e

カラスアゲ、ハ@ナミアゲハの卵をもらってきて、夏休みの自由明究にとマンション

のベランダで鮪育を始めたとか。「幼患になったよj、f羽化したよj と飼育箱の様

子を母親がフェイスブックで知らせてくれる。 fおばあちゃんの蝶も見たいj と

うので、早速ジャコウアゲハの合成写真をメールに添付した。それを学校へ持って

行ったところ先生が教材にすると喜んでくれたとか。

「虫こわ~いjとちぢこまっていた諜壊、今年の夏は、幼虫から賦皮できたかな?

(S • K) 

3 



市議会を傍聴

9/19市議会の一般質問を傍聴した。任期 4年間の最期の定例会。一般質問の 1

日目は、議員 18名中 5名、 2日目 3名の通告者一覧表を議場入日キ喪った己「さぞ

大勢の傍聴者がと思いきや5名の傍聴者と 4名の新聞記者のみで拍子抜け。

第一発言者の渡部伸二議員は、震災鹿棄物

関連、えひめ国体関連について等8項目に亙

り再質問も含め 1時間の割り当てを少々オー

ノ号ーし、熱心なやり取りをした。

午後からの大西佳子議員の質問、男女共同

参画社会について(市役所の女性管理職登用

に向けての人材育成)に関心があった。平成

19年3月に唯一人だった女性課長が退職した

後は女性課長不在。それを市長は fこの 4""'5

年は端境期だったj と表現した。女性係長・

課長補佐は何人かいるという。本来は課長以

上の管理職に就き、行政の企画・決定の場に

女性の意志を反映してこそ、男女共同参画の

意義があると思う。

市長は大西議員の最初の質問を受け、答弁

に先立ち8年間の議員活動をねぎらった。

「今期限りで勇退するが、市民の意見をくみ

とり他市の状況などよ

く勉強され大変努力さ

れたj と。

最期に大西議員から

は f大西佳子最期の一

般質問を終わります。

ありがとうございまし

たj と理事長席・議員

席・傍聴席に深々と頭

をさげた。皆、拍手で

応えた。 (8.K) 
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行ってみた敦建(ハルピンでの仕事を経て)

8月 27日、松山空港を午後 1時5分定刻に中国上海へ飛び立った。今回は、夫も私

も、ハルピンの東北林業大学からの講演依頼で、いわば仕事での中国行きだった。ハノレ

ピンへは2度目となるが、講演を頼まれて行く今回のハノレピン行きは、事前の準備も含

め、気持ちの引き締まる思いだった。夫の教え子で私の日本語の教え子でもある教授の

蕪さん、その奥さんの日本語教師をしている輩さんからのお話しで、私の方は f日本語

の学び方j について、学生 30名ほどに講演してほしいということだった。

上海の浦東空港で、飛行機を降りたら、同じ便に乗っていた女性に声をかけられた。

1年前コミュニティカレッジで教えた受講生だった。到着ロピーでは大声でまた名前を

呼ばれ、驚いて声の方を見ると、松山大学の中国語の先生で、短期語学留学の学生のお

迎えだった。異国で偶然知り合いに会うのは格別なことだが、今回は急いでハルピン行

きに乗り換えるため、挨拶もそこそこに、荷物を引いて、国内線の方に移動した。

予定通り飛行機に乗って、ほっとしたものの、現地時間午後3時半ごろハルピンに向

けて出発予定が、離陸するまでに2時間待たされた。何故遅れているのか、いつ飛ぶの

かについてのアナウンスは一切なしだった。ほとんどの乗客は中国人だったと思うが、

騒ぐでもなし、あわてるでもなし、平然としている。私達は、空港までお迎えに来てく

れる薬さんの事が気になり、理由をキャピンアテンダントに聞かずにはいられなかった

が、よくわからなかった。恐らく、台風の影響だろうということは想像できたが、それ

ならなぜ理由を説明しないのかと思った。

ハノレピン空港には慕さんが大学の車で来てくれていた。早速東北林業大学のホテノレへo

空港からは1時間近くかかる。ホテルで、夜 10時から晩ごはんを察さん一家と一緒に

いただく。松山から帰国するとき中学生だった一人息子も今や 24歳の大学生となり、

たくましくなった。 7年前に来た時は、彼はまだ幼さが残っていたし、それなりの日本

語だったが、今回は大人の会話の日本語で、その成長ぶりに驚いた。帰国後日本には一

度も行っていないということなので、中国で年相応の日本語獲得のために努力している

のだと思った。それに、日本語母語話者並みの発音なので、だれも中国人だとは思わな

いだろう。大学生になって、山形との姉妹都市交流で、その事務局長をボランティアで

しているという。大学卒業後は、日本の大学の大学院に進みたいと夢を語ってくれた。

豪華なお食事も、時間を考えれば、とてもたくさんはいただけない。次の日のスケジュ

ーノレを確認した。夫は午前9時~、私は午後3時半~講演ということだった。私の方は、

事前に聞いていた 30名ではなく、何と百名の学生が開くという。レジュメも足りない

し、話す内容、進め方も準備してきたもので大丈夫か急に心配になった。

実は、こちらに来る前一人の教え子にハノレピンへ行くと連絡しておいた。松山大学で
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教えた学生で、愛媛大学に進学、東京の大学の大学院博士課程を修了、今年3月に帰国、

7月初めに出産したばかりの李さんという女性だ。出産後間もないし、私の方も今回は

自由時間が勝手にとれないので、会えないかもしれないと思っていたが、そのことを察

さんにメールで伝えたら、直接連絡してくれていて、次の日の午前中，;:~ホテルま宅、来て

くれることになっているとのことだ、った。至れり尽くせりで感激だった。

28 s，朝6時から夫と大学構内を散歩する。広すぎて 1時間かけても、構内の半分も

回れなかった。午後私が講演をする建物にも行ってみた。できたばかりの 10階建の立

派な建物だ。広場では老人が太極拳をしていて、運動場では学生が京劇の剣の練習?、

プールは住民にも開放しているということで、この時間でも大勢の市民が集まっている。

先日 60周年を迎えたこの大学の新しい門ができていた。図書館は学生たちでにぎわっ

ている。授業は8時~ということだが、日本では考えられない朝 7時前の光景だった。

夫は8時半ごろお迎えが来て出かけた。一人ホテルの部屋で午後の講演のことを考え

ていると、 10時に李さんが来てくれた。全然変わっていない。出産間もないにもかかわ

らず、素敵なワンピース姿で現れて驚いた。赤ちゃんは女の子で、中国名はあるが、旧

暦 5月に生まれたので、五月(さっき)と呼んでいるという。今ご主人のお母さんが面

倒を見てくれているので、出てこられたそうだ。赤ちゃんは少し風邪気味だったので、

連れてこられなかったが、写真を見せてくれた。李さんがおかあさんに・・・感慨無量

だった。タクシーでドラゴンタワー (336m)に連れて行ってくれた。展望台からハノレ

ピンの街が一望できた。人口 600万、周辺を入れると 1000万にものぼる。ピノレが立ち

並び、道に車があふれる、中国の北の大都会だ。

喫茶店で色々話す。今は、子育てを楽しんでいるという。落ち着いたら、仕事を探し

たいが、なかなか職探しは難しいとのこと、今ご主人が車の免許をとっているとと、

・・話は尽きないが、 12時にはホテノレに戻らなければならない。大学の先生方と会食

が予定されているからだ。察さんからは、李さんも一緒にと言われていたので、急いで

タクシーで大学に戻る。ホテルのレストランで、夫の専門の先生方5名と察さんの奥さ

ん、李さん、私達夫婦でまた豪華な昼食をいただいた。講潰を終えた夫はピ}ノレに、ワ

インにといい調子だったが、これから講演の私はそういうわけにはいかない。李さんが

色々な方と知り合いになって、職探しに+になればいいなと思った。それにしても、い

わば公の場所に、私の私的な関係者を一緒に食事に誘ってくれる中国人の心の広さに感

心するとともに、今の日本では考えられない状況だと思った。

3時半から講演で、 3時ごろ蕪さんが迎えに来てくれる。建物の玄関を入ると、大き

な電光掲示板一杯に私の名前と歓迎の文字が出ていて驚いた。李さんも講演を聞きたい

というので、許可を得た。パワーポイント使用について、事前の問い合わせの折、全く

問題ないということだったので、安心していたのだが、実際そのセッティングをする段
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になって、竜旗がつながらない、 CDを聞かせたいと，思うのに、スビーカーとつながっ

ていないなどで、あわてた。結局時間ぎりぎりに、何とかなった。 CDは、念のために

持ってきたオリジナルCDをCDプレーヤーのボリュームを最大限にして聞かせるこ

とで対処した。始まる時間には汗だくになってしまった。学生はN2合格レベルと聞い

ていたが、こちらの質問に、内気なのか意味が分からないのか答えられない学生もいた

が、うなずきながら熱心に聞いてくれている学生も多くいた。「運用能力を伸ばす学習

法j というタイトノレで講演したが、詳細はここでは割愛する。実際 90名の学生の前で

何とか講演を終えて、盛大な拍手をもらった時はほっとした。唯一の日本人教師から、

とても勉強になったと言われた時は、お世辞でもうれしかった。

6時半ごろからホテルのレストラミ/で、日本語関係の先生方5人と察さん、夫とで宴

会だった。学部長の郭先生、コース長の任先生は、私と同世代で、日本留学経験がある。

但し、日本文学の専門家で¥日本語教育ではどうなのか疑問だった。先生方の話す日本

語の誤用が目立った。唯一の日本人の先生は、昨年8月に赴任したという若い女の先生

で、専門は英語だという。この大学の日本語教育のレベルがうかがわれる。今後もいろ

いろ教えてほしいということなので、自分で役に立てることがあるのなら、カになりた

いと思った。豪華な食事より何より仕事の後の冷たいピーノレの何とおいしかったことか。

29日は、敦埠行きで、これも東北林業大学の招待だったo朝、 7時に大学の車で蕪さ

んが迎えに来てくれた。この日は昨日の天気から一転して、大風、大雨だった。果たし

て飛行機が飛ぶのか心配しながら、空港へ向かう。ハルピ、ン 100年ぶりの暴風雨と言う

ことで、中央分離帯の街路樹のポプラがところどころ倒れ、道路をふさいで大渋滞を起

こしている。パトカーと木を伐採する作業車が物々しい。風向きの関係で、空港行きの

車線にほとんど影響はなくて助かった。ほぽ予定通り空港に着けた。ところが、大変な

ことが楚覚。何と私のカメラで、夫がポプラが倒れて交通妨害をしているところを写し

ていて、そのカメラを大学の車の中に置き忘れてしまったのだo¥日本なら、最終宿泊地

に宅配便ででも送ってもらってそこで受け取れば大事ないわけだが、中国では郵便局か

ら送ることになり、その場合カメラなどは飛行機で送れないとのこと。電車を使うと、

間に合わないということがわかり、がっかりした。教え子と撮った写真などが入ってい

るので、中身だけ送ってもらうように察さんに頼んだ。カメラは、いつ戻って来るかわ

からないが、誰か日本に行く人に頼んで、持っていってもらうとのこと。大変な事態にな

ってしまった。この風雨の中、北京行きの飛行機はほぼ予定通り飛んだが、次の西安行

きの飛行機が大幅に遅れた。それによって敦燥行きの飛行機が、遅れることになった。

飛行機の中から、中国の雄大なゴピ砂漠を見た。荒涼とした土地が果てしなく広がって

いる。結局敦撞空港に着いたのは、予定時間を大きく過ぎ、夜9時過ぎだった。でもま

だ明るい。ここからは、蕪さんも未知の世界なので、ツアー会社にお任せしたというこ
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と。空港には係の張さんが迎えに来てくれていた。韓国現代の乗用車で、後ろのトラン

クには夫の大きい旅行鞄一つ入れたらあとのものは入らないため、繋さんの鞄も私の鞄

も後部座席持ち込みだったので、座るスペースが狭かった。張さんは中国の運転手にし

ては極めて運転が穏やかで安心して任せられる人だった。元軍隊にいたという。人柄も

よさそうな人だった。敦埠のホテルに着いて、チェックインして、張さんに聞いた伝統

的なこのあたりの食べ物通りへ繰り出した。看板にアラピア語が混じっているのは、い

かにも内陸部だ。 トノレコ系、イラン系の顔つきの女の人も見かける。

このあたりの食べ物は、羊肉の串焼き、牛ミンチのつくね焼き、野菜の串燐きで、すべ

てカレ}風味の香辛料で味付けされている。冷たいピー/レに、串焼きがおいしかったが、

時はすでに深夜だ、ったo 人通りはまだまだ多い。大きなワイングラス状のヒ。ッチャーが

目新しかった。敦埠土産を探してみた。このあたりの木で作ったキーホルダーを見つけ

た。名前を彫ってもらえば、印鑑にもなる。一字だけと言われ、夫と私のものを彫って

もらった。いかにも敦態らしいお土産だと思った。

30日は、朝8時に出発して、シルクロードの玉門関へ。そこへ行くまでの道は、何も

ない砂漠地帯。たまに酪舵のえさになる植物が生えているが、全く何もないととろだっ

た。遠くに低い山が見える。それでも、去年、今年と雨が降って、雨が降るとたちまち

草が出てくるのだそうだ。どこに種が潜んでいるのか不思議だ。途中見渡す限りソーラ

ーパネノレが並べられている太陽光発電の重点基地を通った。日本のメガソーラーなどと

はスケーノレが全く違う。不毛地帯でも、このような活用方法はあるのかと患った。

敦爆の中心から 90キロ離れたところにある玉門関は、昔西域の和田などの美しい玉

がここを通って輸入されたため、その名がつけられたという。 BC 107""'8ごろ造られ

たらしい。玄襲三蔵がインドに向けて通過したのはこの関である。近くに川が流れてい

るのが見える。水のあるところには、やはり植物が生えている。

そこから、再び車で雅丹(ヤダン)という自然の力でできた奇岩が並ぶ地質公園入口

へ。とこから、マイクロパスに乗り換えて、奥の奇岩を見に行く。スフインクスとか

将軍帽とか名付けられた奇岩が並ぶ。マイクロパスを下ろされて、 1時間散策すること

になっていたが、その時間がもったいないように思い、乗ってきたパスに乗せてもらう

ように交渉してもらう。初めダメだと言われたが、もっとここにいたいという乗客がい

て、代わりに乗せてもらえた。戻って遅いお昼ご飯を食べようとレストランに入ったが、

団体客の予約が入っていて対応で、きないという。}吉でカップラーメンを買って食べたら

とアドバイスを受け、スーパー価格の3倍の値段のカップラーメンを買ってお湯をもら

い食べた。同じ道を帰る途中、漢長城を見る。万里の長城のように昔はずっと連なって

外敵から守っていたのだろうが、今はほんの一部残るのみだ。黄土iこアシ等を補助材料

にして造つであるのがわかる。
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その後、鳴抄山へ行くことになっていたが、運転手が、今行ったら暑すぎるから、一

旦ホテルに戻って休んで、少し諒しくなる 5時半ごろから行った方がいいとアドバイス

してくれたので、それに従った。再び、車で鳴抄山へ。砂漠の山で、光と影のコントラ

ストがとても美しかった。入り口で、膝まですっぽり入るオレンジ色の布袋を借り、靴の

上にそれを履き、砂漠に入る。 100元(約 1200円)で夫と私は酪舵に乗ることにした。

察さんは歩いて山の頂上に走るように整っていく。路舵は初めてだったが、可愛い顔を

したおとなしい動物だι思った。よく訓練されていて、足を折って座って、お客が乗る

と合図で立ち上がる。酪舵には、重い客で申し訳ないと思ったが、快適だった。 5人一

組で砂漠の山を登っていく。中腹まで行って、休憩。そこからは歩いて頂上を目指す。

素晴らしい眺めだった。酪舵の最終地点から、砂地を少し歩くと、月牙泉という三日月

形をした池が現れた。こんな砂漠の中に何故、水が?と思う。水の周りには植物がある。

美しい光景だ。まさにオアシスである。夜8時を過ぎても明るい。満月のような月が出

て、月の砂漠の歌さながらの光景にうっとりした。

晩ごはんは火鏑だった。辛いスープと豆乳スープが一つの鍋にわかれて入っていて、

好みの方に羊肉・牛肉・野莱・ゴムひも状の豆腐・うどん(ウエイトレスが棒状のもの

を目の前で長い麺に伸ばしてくれる)を入れて、しゃぶしゃぶして食べる。とてもおい

しかった。

31日は、見学後直接空港へ行けるように荷物を車に積んで、朝から英高窟へ。入場開

始時間に合わせて行ったのだが、各国語ガイド付き(180元)でないと入れないという

ことだった。日本語ガイドは、日本人観光客が少ないため、 1時間待って 7人集まった

ところでやっと始まった。ガイドが窟の扉の鍵を一つずつ開けて入って説明、終わった

ら再び鍵を閉めて出るということで、貴重な遺産を守っているということのようだ。見

られる窟は限られているが、入った癌の彩色された釈迦や菩薩や壁画、天井画に圧倒さ

れる。ここの像や壁画は時代がまちまちだが (4世紀"-'14世紀)、紀元 366年ごろから

造営が始められたと言われている。もちろんユネスコの世界文化遺産の一つである。前

の日に行った鳴沙山の断崖に全部で 492の洞窟が残されているとの事。礎岩で崩れやす

い地質なので、保存は極めて難しい。崩れたところは、同じような色調と地質で復元・

補強しである。時代によっては、西域の影響を色濃く受けている仏像の顔だったり、足

の組み方だったり、手の位置だったりする。仏像などについてあまり詳しくないのが情

けない。よく絵ハガキなどで見る木造5層の建物の中は何と 35.5mの弥鞍大仏だった。

大学受験の時、世界史をとったはずだが、中閣の歴史、国の名前の変遷をすっかり忘れ

てしまった。 00時代と言われでも、それがどれぐらいの時期なのかわからないものも

多かったが、時代によって仏像の顔つき、手足の位置、壁画が違うことはわかった。こ

んなところ数万点の経巻類が封じ込められていたという蔵経洞の発見はすばらしいが、
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ここにあったものは大部分がイギリス、フランス、ロシア、アメリカそして日本に持ち

去られたという。しかし、その結果敦埠学と言う国際的な広がりの研究分野iこ発展して

いく機運になったというのは向とも皮肉である。蔵経捕の謎(いつ、だれが、どのよう

な事情で)はまだ解明されていないらしい。イム橡や壁画も剥ぎ取られて持ち去られたと

聞くたびに、胸は摘んだ。漠高窟内では写真接影は禁止されているので、 2時間ほど回

った後、敦撞研究院の書j吉で日本語版の写真集を貿った。ガイドさんの説明と犠などを

確寵するためである。

運転手が 11時半までに戻ってほしいと連絡が入ったので、あわてて駐車場へ。

空謹に着いたのが、 12時。お昼を食べようと患ったが、教撞空港にはレストランがなか

った。カーブラーメンは売っているが、またカップラーメンでは悲しい。しかもここの

カップラーメンの鑑識はスーパーの5措だと葉さんから開く。飛行機は2時 40分発の

予定だったが、なぜか西安行きの飛行機は大幅に遅れた。 T荷物を預けて、空港関保者に

開いた近くの食堂に夢いて行く。結昂離睦したのは4時半過ぎ、西安でも待たされた。

やっと上海に着いて、空港近くのホテルの、無料シャトノレパスに乗り、ホテノレにたどり

ついたのは夜 1時ごろだ、った。

次の日上、海のホテルから朝6時半のシャトルパスで、浦東空港へ。察さんとは浦東空港

でお別れだった。関西空港行きの飛行機i士、 1時間遅れ。十分余裕があると患っていた

伊丹発松山行きの飛行機の離陸時間30分前に伊丹空港にたどり着いた時はiまっとした。

そして、無事松山まで帰ってくる事ができた。

今回の旅で、非常時の対応の仕方の違いに由民性が出ていて面白いと患った。飛行機

の2時間遅れなどは非常時で誌ないのかもしれない。日本でも電車などに比べたら、飛

行機の遅れはさほど珍しいことではない。しかし、遅れる場合はその理由や、見込みな

どの案内、お詫びが必ずあるように思う。それによって、乗客は状況を理解し、納得で

きるように思う。多くの人が平然としているのを見て、中国のおおらかさを見た思いだ

った。また、前田の中国旅行に比べ、確実に中国人のマナーが向上しているのがわかっ

た。トイレでも並ぶ光景が見られた。空港のカウンターで順番を無視して割り込む人も

まだいたが、一方でそれを注意する入がいたりして、かなり良くなっていると感じた。

現在尖開問題など中閣との開には様々な問題が存在しているが、この広大で大きな力を

つけつつある国とどう付き合っていくかはこれからの日本の進み方を左右する大問題

であると感じた。借入{闘人の心が通じ合うように国と国の話し合いを密にすることで、

理解が深まる事を期待したい。大学の先生の給料が 1か月間万円ほどの状況のもと、

航空券も宿泊も決して安くない時期に、中国および東北林業大学そして察さんが、私達

を招待して歓待してくれたことに心から感謝したいと思った。このお礼i士、これからの

私達の後らへの継続した支援でお返ししていきたい。 (T. H) 
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ノ屯ートナーが変わ静ました

ノミートナーは人ではありません。 2年前に夫を亡くしためで、ボーイフレンドが出

来たのかと思う人がいるかもしれませんが、そんな時間も元気もありません。

13年間、私の足となり体となり働き続けてくれたマイカーを代える事にしました。

買い物に、孫の幼稚麗の迎えに、撃の送り迎えに、一番役に立ったのは、夫の病院へ

の送り迎えでした。雨の毘も風の毘も雪の日も、休むことの出来ない透析患者、疲れ

ている時は励まし 2人でセットとなり続けた 13年間でした。亡くなってからは、助

手痛を見て「あれいないのかjと患ったり、空席を押え伺回涙したことか分りません。

車は 2人だけの密室なので、孫の事、患、子や嫁の事、娘の家族の事、政治について、

と与とめもない若い頃の話と、いっぱい思い出の詰まった車を代えることは、思にと

っても悲しいことであり、夫に対して冷たい様にも患いましたが、車にも命があり、

あちこちがぎくしゃくしても部品がないそうです。

78識の誕生告を前にして、回りからは{もう免許返したらJとか、 fいつ迄乗る気J

とか気づかつてくれますが、私の住んでいる所は東温市でも、電車迄は遠く!苫もない

ので買物難民の一人なのです。

夫が亡くなってから救いを求めて、松山のキリスト教会へ水曜、自曜に通う様にな

ってからは、足の悪い私は駅迄歩くことは出来ません。駅の近くの広場に車を置いて、

松山謹電車で行ける事は、私にとっても、一緒に助手痛に乗って教会迄行ける友達に

とっても 2重の喜びです。

又免許証には、大変な患い出もあります。認識の時、長男 7議、長女 5歳を教習

所の車の後部1M痛に乗せ、擁習をしました。教習所内の誰かが f子連れ猿がいるj と

言ったのが風評被害となり注屈されました。夏休み中で、あり、夫は入院中だったので

日直を器曜日にさせてもらい、休み中に頑張って免許がとれました。その時の嬉しさ

は、天にも昇る思いで、教習所での苦しさや耳;むずかしさは、忘れていきました。 32

歳からの運転麗ですから、 40年を越えましたが、我が家にとっては必需品となり、

久万町内に家を建ててからは周辺の学校に通うには大変役に立ちました。時には危な

い思いをした事もありますが、自分の車が痛いだけで、人様に迷惑を掛けていないの

が、今迄続けられた一つの原田でもあります。

昨日念願適って新しい車が来ました。ピンク色の小さな車ですが、これからは私の

ノfートナーです。買物と電車の駅迄と墓参りに使うだけですから、安全を守ってあと

数年私のパートナーでいて下さい。今の歳になって元気で運転出来ることに感謝し、

頭の体操にもなる運転操作、間違えないようマニアル通り運転出来ますよう見守って

下さい。 (Sa' K) 
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真実は何かを知りたい

最近、日;本と韓国間では竹島問題、中国間では尖関諸島の開題がマスコミから流れてくる。

これだけの情報が流れていながら、どこに問題の根本があるのか等の国民への情報提供が希薄

なのはなぜだろうか。真実を伝えて論じるというマスコミの本来の目的部揺らいでいるのだろ

うか。国には専門職の外交官、学者の中にも専門として研究している人が多くいるにもかかわ

らずだ。マスコミの情報収集能力が落ちてきていると感じる。

政治問題、外交問題の専門家の情報提供を私たち国民は欲している。おそらく、今、政治家

だと自負している方々よりも、両国との関係を密にしている一般人の方が真剣である。日本に

仕事を求めて来日している中国人や中国に工場を作った人や国際結婚した人遣は、毎日の自身

の生活を支えている友好国だという基盤が揺らぐことに不安感を積もらせている。今、政治家

の人たちから開こえてくるのは、政党間の問題、政党内での派閥争いだけのように思える。こ

れだけ、近隣国から圧力をかけられているにもかかわらず、どうして、もっと、国民への根本

的な情報提供をしないのだろう。しないのではなく、できる能力を持っていないのかもしれな

いとさえ思わせる。できないのなら、責任をもって話ができる専門家がすればいい。尖閤諸島

の購入については、なぜ、この時期に話を進めたのかの真実がわからない。どんな問題があり、

それをなぜ、急いだのか、私たち国民は知る権利があると思う。

韓国女性の従軍慰安婦問題についても、それが規制の事実であったかのように思ってきたが、

最近の情報によると、それはそうでもなく、最初に日本人によって書かれた一冊の自叙伝のよ

うなものから始まったに過ぎないとの情報もある。その内容が真実かどうかを調べた韓国のジ

ャーナリストによると、その手記は全くの作り話だったというのだから呆れてしまう。慰安婦

問題がこの一冊の本からはじまり、一国のトップ外交でも取り上げられて、何回誠意を尽くし

ても、慰安婦像が建てられてしまうことにしかなっていない国の外交能力の無さには呆れてし

まう。外交官も政治家も努力をしてきたとは言えないと思う。国民に真実が告げられないまま、

よくある男性の接待外交の結果なのではないのかとさえ言いたくなる。

竹島と尖閣の根本的な問題は全く違うスタンスから始まっているが、いままでの歴史の中で

どう取り上げられてきていたのか、今、直面している問題がどうなのか、今後どうするのか、

どうしようとしているのか、国民の誰もが理解できるようなマスコミ情報を流して欲しい。

長くひとつの政党に寄りかかってきたしわ寄せが、様々なところに綻びを曝け出さざるを得

ない状況に立たされている日本国。行き当たりばったりの外交が陰りを見せてきていることに

私たちは気づかざるを得ない状況にある日本国。

ベトナムから来ている 20歳の若者は f私の国ベトナムでも同じような問題が、中国とはあり

ます。私は戦争になったら、自分の心に聞いて、戦争に行くかもしれませんj と、言った。彼

は、身分的には学生なので、兵役は免除されるはずだが、彼の顔は真剣だった。でも、彼は戦

争を知らない。 f本当に行くの ?J という私の問いかけに、 f本当は、わかりませんj と答えた

彼の笑顔に心が救われた。(M' T ) 
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雑 長霊

織の空気はすっ力、り軟のものになりましたと@黄金告の輯轄の渡は顕在垂れ、あ元三り仁芳ばしい香り

を漂わせています。緋由、岳、曜をきの彼岸拒tJ'!J(々 に咲き鉛めまし走e軍事通りです@

台j毘16号通過後の空は抜けるように膏く、いわし壊が空一酉を滋いでいますe

あれ{まど冷だく感じていた蛇口からの水も温かく感じる壌になってきましだ@井戸7Jくならではの

贈り物です。

鳥だちの購りも、シルエットも髄分と棲変わりし、種類1J増えまし去二簡こえる慶iこ、出会う度!こ、

あなた三は誰?と尋ねるのですが…名前が判るともっと楽しいのに、と、少し残意です。

そんな秋の兆しに誘われて、宮崎県の北西に{立寵する五ヶ瀬町{こツリフネソウに違いに出かけま

したeツリフネソウi草、愛嬢県でi立東j量市の自主穴関辺、自糸のi竜近くでよく見かけ疋大好きな花ですe

宮崎県では五ヶ瀬ハイランド(日本最高端のスキー場)あだりに自生していると聞いていましだ。し

かし、片道5時間近くかかるため、昨年は錦い始め1E.1まかりの杏が舘く、連れて行くのも、留守番さ

せるのも無理なので、諦めましだ@舎年Id:、私の不注意の骨折から半年e山道歩きはまピ不安で、{ま

{ま諦めていましたが、東j阜市の友人から、ハガクレツ1)フネやキツリフネの檀りが届くようになると、

居ても立っても居られなくなり、一日中購天で、大五郎と杏ガ留守番できそうな日を選んで、思い

切って出かけることにしましだe

西部子有力ら西米農村に入った三嘆から景色は一蛮し、出は装い始め、胞ではコスモスが由、薄紅の

花を風にそょが、せていました@ーツ瀬JIIの上流i手、面河諜谷{こ似た岩の景観tt続いていましだが¥

誕黙、)11を分けるように高く切り立った壁の犠な巨岩が現われ、中国の山水画を男ているようでし

た。カリコポーズ(茜米農村の精霊)の1主む桃j原郷ですe途中、湖の較で一恵、入れ“シシモドシ"という

木の束を費いまし走。顛じて飯むと肩凝りに効くのだそうですが、まど試していませんe

西米良村から椎葉村!こ入ると、遣はますます狭く、揮関時の遣要南で崩れだ麗や道路の工事中が

多く、細い道は頻翼運に遵遇する木材の雛出の車との離合ガ大蛮でした。でも、そのおかげで、E撃の速

度は非常にゆっくりで、車窓の景色を堪能することが出来まし吃@自動車道では在来わえない麓沢で

す。ひむが神話揺道です。合年Id:吉事記編襲1300年の年です。選々に謂れを示す碑や立札ガ、あり

ましだが、それを一つ一つ楽しむ時闘が無かったことは残念でした。つくづくと新幹鰻より在来棟、

自動車道より一般道、飛行機は論外(上から見る嚢海には感動しますが)、最高の麓沢は徒歩の旅、

との思いを強くしましだ。便利さと引き換えに、私選はどれ!まど多くのものを手放したのでしょう。

五ヶ瀬渓谷の道i事態々 細く曲がりくねり、漸く辿り著いだ五ヶ瀬ハイラン門立、当然のことながら、

シーズンオフの為、全ての施設が閉鎖されて自動販売機すら育りません。お弁当、飲み物持参i立正

解でし吃。晃;震"9限り広がる山並みは患をのむ素晴らしさでし疋。思許iこはフウ口ソウやクサハナピ

ガ咲き乱れ、マムシソウが君主い実をつけ、綾のそれより黒みの強い那とんぼにち出逢い、車kを}稿躍起

することは出来ましたが、スキー場の閤むには肝心のツ1)フネソウId:有りませんでしたご。
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初めてやって来て出逢おうとするのが麗々しいのかも、と諦めて帰りttけた時、薄暗い山陰に泌

みだした水の流れている所がありましだ.ツリフネソウはこんな場所が招きなのよね、と夫に話しか

けた了度その時、淡紅色の芯の一群.少し広い所に車を{亭めて降りてみると、まさしくハガクレツリ

フネです.シャッターを切る手ち震えましだ.近くには少ないながらもキツリフネまで咲いていまし

た.何という幸運なのでしょう.手術から了度半年自の9月12日、神様からお扇訂を貰づたような気

持になりました5.写真は少しピンポケでしたが、かけがえのない想い出の一枚です.

東北の豊かな自然、暖かい人々の繋がりを壊してしまった、あの震災からもう1年半が過ぎてしま

いました.インフラや産業ち少しずつ復18しているとは伝えられますが、未だに行方の判らない方、

身元の判らないご遺体が多いといいます.津波で流されてしまった衝を高台に移す、という案ち高

台の土地は相続手続きが出来ていない所が多く、所有者が未だに明治時代に亡くなっている人の

名義のままになっている場合もあり、困難を極めているとも聞きます.瓦離の処理ち広域処理に窃

執するあまり進んでいません.自治体の一部は狛自の判断で防潮堤作りに利用し蛤めたようです.

そんな中でも、被災地の手供たちの笑顔が明るい、という話をよく聞きます.それは表面的なも

のであって、どれほど小さな胸を傷め、辛い思いをしていることかと患っていました.ある夕方、だ

まだまラジオで、仙台を中心に男女共同参画関連の事業を展開し、仙台で子供の為のr)7トリエ自
遊楽校Jを主宰する新田新一郎氏のお話を途中からでしたごが聴く機会1:/膏りまし走.南三陵町で

“子供スマイルミュージカル~明けない夜はない"を開催し、参加した予供たちも、観客ちみなが一

つになって感動の時を共にし、涙した、というのです.被災地で、明けない夜ない、だなんて、伺と安

直な、何と陳腐な、何と観意的な、と思いました.でも、お話を伺っていると、津波!こ襲われた三夜、地

元のラジ才局のアナウンサーが一晩中、必ず夜は明けます、と語りかけ続けだというのです.漆黒

の菌、寒さ、頻繁に襲ってくる余震、そんな状況の中、ラジ才からの声がどれほど心強かったか.想像

を絶するものが有ります.その想いが患って身体の奥底からの感動になったのでしょう.私の反応

こそが、陳腐で、観怠的なものでした三。

新田氏は、被災地の子供たちの笑顔についても触れておられましだ.被災地の子供たちは、守ら

れるだけでなく、お年寄りを朗け、地域で頼られる担い手であること.その度に、沢山のねぎらいと

感謝の雷葉を襲った.それが予供たちの還しい笑顔を産み出している、と.納得です.

必要とされ、居場所が有ることは、どんなに過酷な環境に在っても人に慢しさと自信を与えるの

でしょう.これは被災地!こ限らず全ての子供だちに当てはまるに違いありません.昨舎の犯罪とし

か言いようのない“いじめ"の解決のヒントかもしれません.

それにしても世界中、全ての場が機能不全に陥っている援にしか思えません.

国連は世界中を平和に導くことが最大の役目だと思うのですが、シ1))7からの撤退に見られるよ

うに、機能しているとは言い難いものが有ります.現在日本が抱えている尖隠諸島、竹島、北方領土

における近隣諸国との間の乳離も歴史的、第三者的に裁定を下してくれれば良いのに、と思います

が、歴史はそれぞれの国の歴史観が有るのでしょうし、国際社会において地球規模で繋がっている
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現在!説、全ての留の閣に利害関保が荏在し、第三者だりうる留は難いの1J'もしれません。ならば、本

母方ら一定距離離れ、一定期間無人である露{革、公海のように公の麗にして、建造物は造らない。ま

芝、一定距離離れている患を、実効支配し、それに異議を唱える閣が寄在する場合は、周辺の海l立

公海台とでもし走らとも患います。もっと、争わない為の知恵を絞るべきですe

国の冨民に苅する最大の義務{誌、関民の安全を守ることだと思います。

首都直下型の地震や南海トラフ臣大地震の被害想定1J~相次いで発表されました。自を覆いだく

なるような数字が並んでいます。E震発の直下、もしくは近くに次々に活瞬麗らしきものが見つかり、

古文審iこち過去の巨大地震や、津波の被害の穣予が記されていることち判ってきました。しかも、災

害{草地震だけではなく、火山の噴火、竜曹、等々、多較に及んでいます。

そんな日本には震発を作る場所など育りません。

昨年、あれだけの事故を起こした播畠第一原発。昨年12持、冷混停止状態{こなつだとのことで皐

すぎる終患軍奮は出されまし疋が、事故の処理iままだまぜ遵半l<fです。それにも拘らず、璽の電力

不思を理由{こ再稼髄されだ大甑顔発3.4号機，野由総理Ict“安全を確認。私の翼{壬において再稼協

を認める"と会見しまし定。それに苅して、朝日新聞の“声'の繍!こ、“嚢{壬を取れないことに対して、

韓径という言葉を寵うのは間違い。あれは権限という奮葉を僅うのが正しい"という度肉めい疋批

判を寄せ吃男性がおられましだe全く向感です@

それでも、新しいエネルギー政築については、各地で意見聴取会開かれ、討論型世論調査も行わ

れ、パブリックコメント(残意ながら寄在すら知らなかっ疋私lci:参加できませんでしだ)も集められた

結果、9月148、エネJltギ一政東関保関僚会議が取りまとめだ新しいエネんギ一戦罷{革、2030年代

に{立原発をぜ口にするというものでした。28年闘志原発を{重い続けて、処理の出来ない穫期満み鞍

燃料を壊やし続けることに、騒い気持ちは残りましたが、それでもー捗前進だと患いました。その時

私1ci:92歳@何とか毘闇けたいと患いまし走。ぞれが、翌日15目、建設許可が出ている顕需の建設は

中止しない、との校野経済産業大e:の発言'です。2050年代以鶴iこならなければぜ口になる毘込み

は無いのです。私1ci:112歳以上、無理です。しかし、失望はそこでは終わりませんでした"19自の閣議

決定に、療発ぜ口の文書が盛り込まれることは無かったのです曾経済界からの強い反発{こ加えて、

当臨模燃料サイクル〈使用済み槙撒料の再処理)を堅持する、とし疋ことで、原発ぜ口になっても鵠

り続ける、軍事利用可能な大量のブJltトニウムの保持!こ、各国からの懸愈が高つだと奮います。

原発ぜ口を実現するためにも、現在、日毎に構え続!t、中間勉分場さえ決まらない汚染廃薫物、捷

用済み核鯨料の最終処分の方法を一白色牢く確立して欲しいと拐望しますe

菌の機能不全{革、顕発{こ関することだけには留まむません。

水俣病、力ニドミ油症など何年経っても救済できないこと、長年にわたって沖縄を蔑ろにしてきた

ことにも如実に表れていますe生涯を還して、“知ってしまっ走者の襲任"だと、水俣病と襲撃に向き

合ってこられた医師、原田正純氏の様な万が亡くなられたことは非常に梅やまれます@原田監部は

播島第一原発事担後の国の知Jio:1こ、水{実痛での反舗も鞍割も生かされていないと重量鐘を鳴らして

おられました句原発に“安全纂準"という言葉を寵うのは間違い。“我橿基準"に他ならない、と。
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機能不全に踊っているのは、地方自治体ち教育現場ち家庭ち同じです.我が予を虐待し、殺し、あ

るいは過度の期持を押し惚ける親も少なからず見受けられます.犯罪集留の所業としか思えないよ

うな“いじめ"に苅して、教育現場、自治体は寅任逃れに砲ならない態度を続けています.家庭、教育

現場、自治体すべてが手を携えて、還しく生きる力を持った優しい予供を肯んでいかなくてはなり

ません.若い親たちを支えることから始めなくてはならない所まで来てしまラて日るように思いま

す.現在の紡兜の環境を、，[}豊かにするために、幼稚園、保育所、小学枝低学年には経験豊かな、親

の代わりにもなり得る副担任を礎数配置することも必要です.10代の児童、生徒とは丁寧に話し合

い、労艶を負担させることも必要でしょう.職場でまで“いじめ"が得在することを重く受け止めなく

ては、と思います.

子どもについて 力リール・ジプラン 神谷義恵子・訳 (角川文庫)

赤ん坊を抱いたひとりの女が言った どうぞ予どもたちの話をしてください

それで彼は奮った あなたがたの手どもたちは、あなたがだのものではない

彼らのいのちそのものの、あこがれの息子や娘である

彼らはあなたがだを遇して生まれてくるけれども、あなたがだから生じだものではない

彼らはあなたがたと共にあるけれども、あなたがだの所有物ではない

あなだがたは彼らに愛情を§えうるが、あなたがたの考えを号えることはできない

なぜなら彼らは自分自身の考えを持っているから

あなたがたは彼らのからだを宿すことiまできるが、彼らの魂を宿すことはできない

なぜなら彼らの魂は明日の家に住んでおり、あなたがたはその家を夢にさえ訪れられないから

あなたがたは彼らのようになろうと努めうるが、彼らに自分のようにならせようとしてはならない

なぜなら命はうしろに退くことはなく、いつまでも昨日のところにうろうろぐずぐずしてはいない

あなた三がたは弓のようなもの

その弓からあなたがたの予どもたちは、生きた矢のように劉られて、前へ放たれる

射るものは永遠の道の上に的をみさだめて、力いっぱいあなたがたの島をしなわせ

その矢が速く遠く、とぴ行くように力をつくす

射る者の手によって身をしなわせられるのを、よろこびなさい

射る者はとび行く矢を愛するのと同じように、じっとしている弓をも愛しているのだから

私自島が子どもだちと格関し、悩んでいた若い頃、だまたま友人に誘われて出掛けた長岡輝子さ

んの朗読会で出逢った詩です.

舎は、学力よりも、人としていかに生きるべきかを自分で考えることが出来るよう、自分の考えを

自分の雷葉で表現できるよう、他人の痛みを想像できるように、大人たちはミ子供たちに、あらゆる

支援を準備するべき時です.

時間はかかるでしょうけれど、舎始めなくては、と思います.

「教膏とは、他人を肪ける力をつけさせる為のもの.J娘たちの夏休みの課題帳の裏表紙に載って

いた、藤本儀一氏の言葉です.30年近く前に出逢った、忘れられない奮葉です.
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8月のある日、友人投らのメーjし仁、ガガイモの実!こ小さな神接、という一文が葡りました。調べる

と、白本神話の、スクナピコナの神が乗ってきた船はガtJイモの実を二つiこ割つ走ちのたざというこ

とですe富崎県南部の蔀井騨!こはガガイモの仲間のフナパラソウが自生しているそうです。書官井岬

にはその地にもダイサギソウ、ホソパヒメトラノオ、ポンテン力、ノヒメユリ、ムラサキセンブリ、オキ

ナグサ、ヒメノボタンなどの希少撞が自生していると雷います@都井僻の近くにはイモ洗い譲で膏

名な幸島ち膏りますし、部井紳沖{こは九;11¥1最大級のテープjしサンゴの群集ち滴ることがわガりまし

た。一震行ってみだいと患います.

また剖の自のメーんには、ヤマナシの華やかな花ガ“麗虫酒場"になっていだ、と。昆虫酒場、胸

ガ、躍ります。私もそんな光景を晃だい、と思いました三。9月に入って、我が家の前の7Jく揺の轄のイタド

1)の花{こ無霊長のヒョウモンガ群れ飛んでいました.Pブやハチち沢山です@みな-/むに誌に顔を突

っ込んで璽を吸っています。これぞ昆虫酒場、とニンマリです.

彼女からのメーんで、富津賢治の作品にヤマナシという詩が有ることも知りましだ。調べると、宮

津撞治は私が患っていだ以上に世の中に多くの影響を与えだ人でした。

別の夜人{革、月光の妖しい薬しさと西行の軟、そして蒼然吃る名舟という蕪離な言葉を轍えてく

れましだ@

友人選からのメーんは私の世界を広げてくれ、生活の麗を深め、jらを撃か仁してくれます。

大五郎と杏はますます仲良iく、いつもくっついています。大五部は伺でも杏{こ譲り、畏いお児ちゃ

ん撮むを発揮しています。だだ、大五部が杏を可愛がり過ぎて、翫めだ後i立毛玉たさらけですe

夫が一年半ガ、かりで作つだ池{草、井戸水を引き込む水器に入れだ、料理しだ後のクレソンガ繁り

すぎて石組みを壊しかける、という騒動は蒔りましだが、サギ草が元気に朕き、無数{こいだ才タマジ

ャクシち?マガヱjしは全て巣立ち、舎は数匹のトノサマガ工jしが池の主になっています。初めに15

鰭入れだ赤メダカi手数えきれない症に増え、赤、白、黒J誌になってしまいまし走。璽の間iこ藩が増

えて7Jくが沼れだためか、?メンポは袈を消しましたが¥ゲンゴロウ、ヤゴ、ミズスマシ、7Jくカマキリ、カ

ゲロウの油虫など髄分と謹類が増えました。才ニヤンマ、数覆の赤トンit¥、シ才力ラトンボ、ムギワラ

トンボ、力ワトンボやイトトンボの仲間などがやってきます。トンボはよく訓練されたモデんのように、

力メラの前で搬動だにせず協力的です@その場を飛び去っても、暫くすると同じ場所で同じポーズ

をとってくれますeそれに引きかえ?ザハチョウだちの期びか廷は、如冊にも種雅ですが、一時もじ

っとしていなので、手のひらサイズほどもある大型のモンキ?ザハもクロ?ゲハもナガサキ?ゲハ

も眺めるばかりで、譲ることは出来ません。エブ口ンのポケット(こは常lこカメラを入れています。

7月11日、綾町を中心とする一帯がユネスコエコパークiこ登録されましたe日本最大紐の賄葉樹林

と信統的な鱈環型農業への取り組みが評髄されましだe照葉樹の輿深い森にlet、絶滅しだと憩われ

ているあらゆる生器物ガ¥舎でもひっそりと命を繋いでいるに違い恐い、そう思わせてくれる魅力

があります。 (K.O.)
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台
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蜂
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入
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講演会---:8臼午後、同市丹原町北田野
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老巧醤宍き皇警護重要t警東

;2123iflfi;J 
21if課i説明空会
計匙邦通自民話君主ソ
ぞ主露管支均毒薬害警立ヨよ躍 1 

訟の官員よてEjレ量 zi 
222?軒寝室里見t最重重ブ

提示J313草稿I33iishb話料
零墨書達実勇三嚢主主k樫頭蓋 記温室塞控室雪雲事話芸突い会害問竺1

§52書室長室5きヨ霊蚕E合 喜望喜量F撃さ選季長。実記長雪指醐
警33理LE1言語道誌面言語主主義毒患貴重暴行長ヲ三./

東 j墨の
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懸
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。
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。
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。
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。
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2017年の愛媛国体でソフトポール会場!こ計画されて

いる重信111かずみの森公属工"'14呂、策調市上村
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鍾事襲畿鶴

やっと涼しくなった。異常気象に加えて世界の異変。平凡で真面白な一般市民の

生活が脅かされつつある。最近特に気になるのは、中国・韓国@北朝鮮・ロシアそ

じでアメリズ?との関依その中でも特に中国との冷え込んだ関係i土、耳百を覆いた

くなるばかり。中関大債の車から日本国旗を奪い、自の丸を燐き、日本に関係あり

と思う物を破壊省略奪し、暴力を振るう。それが少し鳴りをひそめたかと思うと、

今度は、権上からの威嚇、またB々努力を重ねてきた友好行事が全てと言っていい

ほど一方的にキャンセルされる。それに対して日本の関保者は「毅然とした態度で

対処するJと誰もが関じ言葉を繰り返す。この騒動で自本経請も大損害を被り、心

もすさんで来る。

一方「行ってみた教撞jを投稿されたT.Hさんは、この夏、仕事や観光で中国へ

行き現地の人々と感動的な触れ合いの様子を描いている。ホッとする。

個人レベルでは友好的でも国家間レベノレになるとお互い利害が絡み合い今のよ

うに、 iこっちもさっちもいかなくなる。個々人は日々のニュースに註留し、悲しん

だり怒ったりしながら行方を見守ることしか出来ない無力さがこれまた悲しい。

そんな中、「場っちゃん劇場j の公横「審いのコインj がロシアで大好評だっ

というニュースは唯一心がすくわれる。 (S.K) 

10月額i舎のお知らせ

10月3日{本)10:関~ 林宅

今後の企画、会報80号記念号の内容など決めます。

多くの方のご参加をお待ちしています。

くらしの学習会で拡、髄時金員を募集しています。

活動会員 2，000円/年 購読会員 1，000円/年

振込先口座番号{郵便馬) くらしの学習会 01610嶋5陣21026

間合せ先 TEL/FAX 089-964齢 6956

E-融担}:kt-hayashi窃出品y.com
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